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①受講者数 60 ～ 90名 40名～ 60名
②授業運営 教員1名（＋SA 1名） 教員1名＋オンライン補助2名＋α
③講師の動き ・全体の様子が見渡せる
・気になるグループに即時介入できる
・ ブレイクアウトルームに入っていかない
限り様子が分からない
④学生の様子 ・ ワークを行ないながら質問があれば
即時教員に質問できる
・ ルールや方法を聞き逃しや分からないと
ワークが頓挫する
・ 通信環境によってワーク途中で落ちると
話し合いが止まる
・対面時より雑談やフリーライドが増える
表1　観察による対面授業とオンライン授業のグループワークの違い
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を発言して良いのだと思える場づくりの観点から，まずは授業内で扱ったテーマについて単一または
複数選択で回答する質問を作成し，クラス内で公開することを伝えた。公開は円グラフで翌週の授業
で復習に加えて，結果について解説することで意見の多様性を認められるよう促した。何度か繰り返
したのちに，「人前で話す」ことに近い方法を考え，学生たちにコロナ禍における学生生活の今を川
柳にして詠むことを思いついた。
　十六代 尾藤川柳によると，Web川柳博物館の中で俳句と川柳の違いについて，俳句は季語を用い，
主に自然や風景を対象に詠むことが中心となり，川柳では人を対象に切り取ることが中心となり，詠
ずるのではなく「吐く」「ものす」と書いている。コロナ禍で不自由な学生生活を余儀なくされてい
る学生たちにとって，まさに本音を「吐く（吐露する）」ことが必要だと感じられたからである。
　キャリアデザインの第5回授業で，1aでは「コミュニケーション」について行なった中で，端的に
自身の伝えたいことを伝える場面があることを，また，2aでは「自己理解」について行なった中で，
自身の価値観に目を向けることを扱った流れで，その日のMinutes Paper課題を「これまでの授業や
大学生活，コロナの状況を踏まえて考えてきたこと川柳にして自分の気持ちを表してみよう」とし，
クラス内で公開することも含めて提示した。
　すると，1年生は課題の提出率が非常に高く，5クラスの平均で97.5 ％の提出率であった。提出さ
れたもの全てをテキストマイニングで分析（スコア順）したところ，図2のような結果となった。
　全体的にオンラインや自粛，ステイホームといった言葉に併せて，友達（友），大学などの文字も
見られる。共起回数で表すと，図3のようになった。
　要約すると，大学（という新しい環境）で友達ができるのかに不安を抱える様子や，コロナのせい
で大学生という実感が湧かないこと，また大学の授業全体がオンラインで課題が大変なことや，自粛
により外出できないことのつまらなさがうかがえる。
図2　キャリアデザイン1aの川柳のテキストマイニング
オンラインによるキャリア教育の一考察
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　また，公開された句をさらに共有するために，学生たちには翌週のMinutes Paper課題にて自身の
句以外で共感できたものから一句を選び，選出理由を書かせた。
・大学生　実感湧かない　3 ヶ月
・パソコンと　日中向き合う　家の中
・休みたい　あの頃口に　出してたな
・画面越し　何をするにも　無表情
・会いたいな　顔も知らない　君たちに　　　（全て学生の許可を得て原文のまま掲載）
などがベスト5となった。学生から提出された川柳全体をテキストマイニングから読み取ると，前述
のような要約になり，ネガティブな印象になるものの，学生たちの共感という点では，必ずしも一致
するわけではないことが分かる。一方，2年生では図4のような結果となった。
　2年生の方はオンラインや自粛に併せて，課題，アルバイト，いそがしいといった文字も見られる。
　図5をもとに同様に要約すると，オンラインでの授業でレポートや課題が多く，またアルバイトな
どもあって忙しい様子や，せっかく大学でできた友人たちに会えないさみしさ，外出できずにひきこ
もった状態であることがうかがえる。1年生同様，公開された句をさらに共有するために，学生たち
には翌週のMinutes Paper課題にて自身の句以外で共感できたものから一句を選び，選出理由を書か
せた。2年生のベスト5は以下である。
・友達に　会いたい想い　募る今日
・オンライン　意味もわからず　一時間
・オンライン　ふと気が付けば　また課題
・おはようと　話す相手は　スクリーン
・頑張るよ　未来の自分　待っててね　　　（全て学生の許可を得て原文のまま掲載）
図3　キャリアデザイン1aの川柳の共起回数
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　いずれも要約ではネガティブな印象になるものの，学生たちの共感という点においてはさみしさや
不安，慣れないオンライン授業で苦労しながらも，それ以上に川柳がもつユーモアや人情といった特
徴から希望を感じさせる句への共感がうかがえる。
　オンラインでできるコミュニケーションを川柳の課題を通して行なってみたわけだが，この課題に
対して，学生たちは「自分の思っていることを17文字で端的に表すことができることの難しさ」と，
「コロナ禍において同じ経験をしているからこそ，クラスの仲間がつくった川柳の背景にあるものに
共感できる」，またその「表現の豊かさに感動した」，「ますます対面授業で会えることが楽しみになっ
図4　キャリアデザイン2aの川柳のテキストマイニング
図5　キャリアデザイン2aの川柳の共起回数
オンラインによるキャリア教育の一考察
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た」などがコメントとして書かれていたことは，キャリア教育としてもコミュニケーションの育成と
して見ても，幾何かの成果と言えるだろう。
5．今後の課題と展開
　キャリア教育＝コミュニケーション教育ではないが，キャリア教育においてコミュニケーション能
力の育成は重要であることから，COVID-19によってオンライン授業を余儀なくされた今年度授業に
おいては，授業の最後に五七五の“川柳”を課した。それを通して，学生が自身の状態や思い，考え
を端的に表現すること，それを共有することで他者の作品から感じられる思い（共感）に焦点を当て
ることでオンライン授業におけるコミュニケーション学習を試みることができたことに加え，期待以
上に学生が17文字で自身の状態や思い，考えを端的に表現することができたと実感している。だが
一方で，確かにCCSを利用すること，そして教員が仲介することで学生間の考えの橋渡しや文字と
してのコミュニケーションは図れたが，今回の課題だけではコミュニケーションがもつ瞬発力のよう
なことはできなかった。しかし，これも今後の工夫次第で可能であると考えている。
　通信環境が悪いというだけでなく，オンラインでのコミュニケーションの難しさからカメラやマイ
クをオンにできない学生も少なくないと聞く。また，筆者を含め限られた教員数で授業を運営しなけ
ればならない状況の方が圧倒的に多いだろう。だからこそ，今回のような方法を使いながら応用しな
がら，授業運営の方策を考えていく必要がある。瞬発力のコミュニケーションも，ビデオやマイクを
オフにしたままでオンラインを使用することが可能であれば，授業時間のリアルタイムにその状態に
し，五七五の川柳で書いた思いをグループ内で連句のような形式で（ルールは簡易化して）つないで
いき，一つの作品を作っていくということも考えられるだろう。
　CIVID-19によるオンライン授業は大学教育にも新たな可能性を与えた一方で（グループワーク等
を実施するうえでの），ある程度の限界も分かった。これは大学の授業に限ったことではなく，学生
らが就職活動時に経験する企業人事担当者とのオンライン面接も6割近くが実施と言われている。ま
た，他大学でグループワークを導入した授業を行なっていることも聞くが，従来の教員数と従来の定
員数で従来の内容を補完できているかと言えば，恐らく否であろう。オンライン授業におけるグルー
プワークでできない部分はサポートする側の人数を増やすか，受講者数を減らすしかないし，オンラ
インで行なう以上，対面と全く同様にはできないのは致し方ない。しかし，諸事情により教員数を増
やすこと，受講者数を減らすことのいずれも不可能であれば，できる形に変えていくしかない。コミュ
ニケーション力の涵養という意味では，バーバルに限ったことではなく，ノンバーバル部分も重要で
あることから，その側面からも実践に繋がる，しかもオンラインでできる内容が期待できる。時代の
流れから考えても，対面とオンラインのハイブリッド型で授業を行なっていく可能性も考えられるた
め，学生たちのコミュニケーション能力の育成につながるさらなる内容や方策を考えることに併せて，
学生の反応を調査・分析していきたい。
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